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ゼバ ス テ イア ン ・プ ラ ン ト

『阿呆 船』 序 詩 に関す る語 学 的考 察(2)

大 島 浩 英

要 旨

1494年 、 バ ーゼルでSebastianBrantに よ る風刺 詩集DasNarrenschiff(『 阿 呆船』)が

出版 された。 この詩集 は当時の乱れ た社 会道徳 をローマ ・カ トリ ックの立場か ら批 判 し

戒 めた説教集の ようなもので、後 には低 地 ドイツ語 、 ラテ ン語 、 フラ ンス語、 オラ ンダ

語、英語 な どに も翻 訳 され ヨー ロ ッパ各 地 に影響 を及 ぼ した書 物で あるが、言語 的に は

中世 高地 ドイツ語 か ら新高地 ドイツ語へ 移行す る過渡期 にある初期新 高地 ドイツ語 で書

か れた もので ある。本稿 では この テキス トを資料 として、15世 紀末 の ドイ ツ語 の言語状

況 を現代 語 と比較 しなが ら語 学的 な考察 を行 った。

音 韻面 で は、原 文 で のouchが 現 代 語 で はauchと な るSenkung(「 下 げ」)、原 文 での

wil3heit、sydtな どの長母音 が現代語 ではそれ ぞれWieisheit、seitの よ うに二重母音へ と

変化す る現象、 ウム ラウ ト表 記で はeuとUの 原文 テキス ト内での競合、saget→seitの よ

うなKontraktion(縮 約)、 完了相動 詞 と過去 分詞の接頭 辞ge-、 あ るい は再帰代 名詞sich

(3格)の 人称代 名詞 に よる代用、dasの 多 機能性 、語義の違 い、韻文 におけ る語順 な ど

に関 して、現代 ドイ ツ語 との類 似点、相 違点 を今 回扱 ったテキス トの範 囲内で 明 らか に

した。

キ ーワー ド 初期新 高 ドイツ語、ゼバ ステ ィア ン ・プ ラ ン ト、阿呆船 、風 刺文学、 ドイ

ツ語学

は じめに

SebastianBrantに よ って1494年 にバ ーゼルで発行 された風刺詩 集DasNarrenschiff

(『阿 呆 船』)は 、二 行一組 で脚韻 を踏む形式(Paarreim)で 書 か れた韻文 であ る。 そ し
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て そ の 冒頭 の序詩 では、 当時 の ヨー ロ ッパ社 会 のあち らこち らに見受 け られた愚 かな行

為 をす る者(Narr)た ち を満載 し、 阿呆 の 国へ 向 か う(genNarragonien)船 を 造 る、

とい うこの詩集全体 の枠 組が語 られ る。

聖書 のあ りがた い教 えが あるに もかか わ らず、愚 かな振 る舞 い をす る ものが後 を絶 た

な い世 の 中 を嘆 きなが ら、 この書物 の 中で さ まざ まな阿呆 の姿 を描 いて戒 め としたい

Brantの 意 図 が詩行 の中で語 られ てい く。前 回の拙 稿 では この序 詩 の1行 目か ら43行 目

,,Aberweryewilwitzigsyn(「 そ れ で も賢者で いたが る者 は」)"、44行 目 。Deristfatuus

dergfattermyn(「 大 したばか者、 わが相棒 」)"ま で を扱 ったため、本稿 の45行 目はこの

44行 目 と関連 して語 られ る。 なお、原文 には5行 ご とに行数 を付 し、和訳 に際 しては韻

律 に関係 な くで きるだ け逐 語訳 を行 った。 また、本稿 で は全136行 の うち89行 目 までの

詩行 を考察 の対象 に した。

使 用 テ キ ス ト

原 文:

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Studienausgabe.Hg.vonJoachimKnape.Stuttgart

2005.(ReclamsUniversal-BibliothekNr.18333)S.109f.

現 代 語 訳:

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Ubtrg.vonH.A.Junghans.Stuttgart1964.

BibliographischerganzteAusgabe1992.(Universal-BibliothekNr.899)S.8ff.

上 記 お よ び 次 の 各 テ キ ス ト に 付 さ れ た 注 釈 を 適 宜 参 考 に し た 。

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonFelixBobertag.Berlinu.Stuttgart1889.

(DeutscheNational-Litteratur.hg.vonJosephKiirschner,Bd.16)S.7f.

Zarncke,Friedrich:SebastianBrantsNarrenschiff.Leipzig1854.(Hildesheim1961)

S.298f.

略 語:mhd.中(世)高(地)ド イ ツ 語 、frnhd.初 期 新 高(地)ド イ ツ 語 、

nhd.新 高(地)ド イ ツ 語 、lat.ラ テ ン 語

原文
O

Derdutmirouchdarangewalt

e

Wannerdy13buchlinnitbehalt

45

1

その阿呆は私に不当な振 る舞いするか もしれぬ

こんな本でも手元に置いていなければ

現 代 語 訳

Dersichzumirrechtlibelstellt,

WennerdiesBiichleinnichtbehalt.
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冒頭 の指示代名詞derは44行 目のfatuus(einNarr,Thor「 阿 呆」)を 受 けてお り、 自分

を賢者 と思 っている ような阿呆は、 その愚か さを戒め るこんな本で も読 まなければ危 険

な存 在 に もな り得 る とい う警告 が こ こで は読 み取 れ る よ うに思 われ る。 ま たmhd.

gewaltに は 「暴力(武 力)、不 当な力」の意 味があ るが 、Zarnckeで はthutmirunrecht(「 不

当 に評価 す る、悪 口 を言 う」)と い う説明 も加 え られ ている。

さて この テキ ス トで は、 現代語 のauchがouchと い う形 で現 れてお り、ou→auへ と舌

の位置 が下が るSenkung(「 下 げ」)と い う現象が起 こる前 の例 が見 られ、原文 と現代 語

つ

とで母 音の変化 が認 め られ る。次 に、現代語tun(「 す る、行 う」)の 人称変化 形tutが こ

こで は ゜dutと表 記 されてお り、 母音の前 にdが 現 れて いる。初期新高 ドイツ語(Frnhd.)

の 時 期 では このdとtが 競合 して いるが、新高 ドイ ツ語(Nhd.)期 へ と時代 が下 る とt
z)

が優勢 とな り現代 で はtが 定着 してい る。 しか しこれ とは逆 に、Teutsch→Deutschの よ

うにt→dへ と変化 し、定着 した もの もある。 また46行 目のwa而 はwanneの 省 略形 と考

え られ、dyeで は母音 のyが 現代語 で はieと 長音化 した形 で表 される。

　 　

ウム ラウ ト表記 につ いて はbuchlinの よ うにuと 廿が この テキス ト内で競合 してお り、

また一linのiは 現代語 で は一1einと二 重母音化 す る。behaltは 現 代 語訳で はbehaltと ウ ム ラ

ウ トしてい るが、Mhd.で は人称 変化 で ウム ラウ トしない形 もあ り、原文 テキ ス トに ウ

ムラウ トが ないのはその影響 と思 われる。各行末 のgewalt、behaltで 脚 韻 を踏 んでい る。

Hieistannarrenkeingebrust

Einyederfindtdasingelust

こ こ(こ の書物)で は阿呆 に不 足 はない

阿呆 を喜 ばせ る ものが何 かを誰 もが わか る

HierwirdanNarrennichtgespart,

EinjederfindetseineArt,

48行 目で は不定冠 詞が 現代語 と同様einと い う表記 で文頭 に現 れて い るが、 同 じテキ

ス ト内でeynと い う形 態 も見 られ、iとyが 競合 してい る。 また文中のdasは この場合 不

定関係代 名詞(nhd.was)の 機 能 を担 ってお り、Frnhd.に お けるdasの 多 機能性 が うか

が える。

さて、関係文 内の動詞gelustはin(=nhd.ihn「 彼 を」)を4格 目的語 に とって、mhd.

gelusten(「 楽 しませ る(nhd.belustigen)」)に 対応 して いるが、現代語 で は雅語 として

esgeliistetjn.nach_と い う非人称 の用 法 とな り、語法 に変化 が見 られる。 この語 につ

い てBobertag、Knapeは そ れぞれverlangt、begehrt(「 欲 しが る」)と いった語 を対応 さ

せ ている。 このgelustと 前 行のgebrustで 脚 韻 を踏 んでい る。
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む
Vndouchwarzuersygeboren

Vndwarvmbsovilsindtderdoren/

阿 呆 が何 のため に生 まれ たか も(わ か る)

な んで そんな に阿呆 が多い のか

第13号(2012)

Undauch,wozuerseigeboren,

50WarumsovielesindderToren;

　 も

ここではwarzu→nhd.wozu、warvmb→nhd.warumの よ っに、現代語 では一語 となっ

てい る語 がそれぞ れの要素 に分 けて表記 されてお り、各語の独 立性 が保 たれてい る。 ま

た、sy→nhd.seiで は 二重母音化 が起 こる以前の長母 音の形が残 って いる。

次 に、50行 目のvil(=nhd.viel)は1格 の主語 と考 えれ ら、これ に複数 のderdoren(=nhd.
ヨラ

Toren)が か か る部分 の2格 の用法が 見 られる。 この場合 のvilは 複 数扱 いで、 これ に対

応 す る動詞sindt及 び、49行 目のsyが 音 韻の 関係 か ら副 文 内で も後置 され てい ない。現

代 語訳 では、viele「 多 くの人々」が主語 、derTorenは 述 語 の2格 で、 「多 くの人 々はな

ぜ 阿呆 であるのか」 とい う表現 に訳 され てい る。geboren、dorenで 脚 韻 を踏む。

waserevndfreyddiewil3heithat/
e

Wiesorglichsydernarrenstat/

知 恵 には どん な名誉 と喜 びが あるか

阿呆の立場 はいか に危 ない か

WelchhohesAnsehnWeisheitfand,

WiesorgenvollderNarrenStand.

ここで のwasに は 、2格 と ともに用 い られ たmhd.wazと 同 様 に 「どん な(wasfur)」

の 意味 が認め られ る。freyd(=nhd.Freude)で はeyか らeuへ とい う二重母音 の変化 が、

そ してwil3heitで はnhd.Weisheitへ と長母音 か ら二重 母音へ の音韻上 の変化 が現代語 と

の問 に見 られ る。 また、dernarrenstatで は 複数2格 の付加語dernarrenが まだ名詞 に

前 置 されてい る段階 にあ る。 こ こで は、hat、statで 脚 韻 を踏 んでい る。

Hiefindtmanderweltgantzenlouff

　 む む
Di13buchlinwurtgutzudemkouff

こ こで は世 間の移 り変わ りがつ ぶ さにわか る

この本 は よ く売れ るだ ろう

HierfindetmanderWeltenLauf,

DrumistdiesBuchleingutzumKauf.

ここで も前行 と同様、2格 付 加語 のderweltがgantzenlouffの 前 に置 かれてい る。 音

韻 につ い て は、 そ れぞ れ行 末 で脚 韻 を踏 んで い るlouff、kouffが 現 代語 で はそ れぞ れ

Lauf、Kaufと な るため、 こ こで も舌 の位 置が下 が るSenkung(「 下 げ」)以 前の例が見 ら

れ る。 またいず れの語 も語末がffと 重 ね書 きされて いるが、音声 上 の根 拠が ない単 なる
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装 飾 的な この現象 は初 期新 高 ドイ ツ語 の特 徴 ともなって いる。なお54行 目の動詞wurtは

この場合 、円唇音 に ならなかったnhd.wirdか 、 あるい はmhd.wurde(接 続 法過去)に

対応す る と思 われ、後者 について はウム ラウ ト表 記 と語末音eが 脱落 した もの と考え ら

れ る。wurtに 関 しては、 この序詩全 体 でwurt(7、78行 目)、wurt(33、54行 目)、wirt

(80行 目)、wurd(105行 目)と い った形 で現 れてお り、 これ らの形態 について意 味的 に

明確 な使 い分 けが行わ れていたか どうか は疑 問であ る。

　ラむ
Zuschympffvndernstvndallemspil55

Findtmanhienarrenwiemanwil/

冗 談 で も ま じめ で も 、 な ん で も ご ざ れ

望 み 通 りの 阿 呆 が こ こ で 見 つ か る

ZuScherzandErnstandallemSpiel

TrifftmanbierNarren,wiemanwill,

schympff(ニnhd.Schimpf)は 現 代語 におい ては 「侮辱」 の意味 に限定 して用 い られ

るが、mhd.で は 「侮辱 」の他 に、 「気晴 らし」、「楽 しみ」、「冗 談」、 「嘲 笑」 といった意

味 もあ るた め、 この個所 で は 「冗 談」 の意味 で用 い られ てい る もの と思 われ る。 また、

行 末 のspilに 対 してZarnckeは 現 代 語 のSpie1(「 遊 び、 戯 れ 」)と は 違 っ てzuallem

moglichen(「 あ ら ゆ る可 能 な もの 」)と い う注 釈 を 加 え て お り、Grimmに もdie

gewohnlichethatigkeit[Bd.16,Sp.2285](「 通 常 の行為 」)と い う説 明があ るた め、 こ

の場合 のspilは 「遊 び」 とい う具体 的 な意 味 よ りもむ しろ一般 的な行為全 般 を指 してい

る もの と考 え られる。 このspilとwi1と で 脚韻 を踏 む。

Einwiserfindtdasinerfreydt

e

Einnarrgernvonsynbrudernseyt/

賢 者 はお気 に入 りの もの を見 つけ

阿呆 は好 んで 自分 の仲 間たちの こ とを話 し

皿

EinWeisersieht,wasihmbehagt,

EinNarrgernvondenBriidernsagt.

57行 目のwiser、58行 目のsynで もそれ ぞれ現代語 のWeiser、seinenの よ うに長母音 が

二重 母音化 す る前 の形態 が見 られる。 また、dasは48行 目 と同様 に不 定 関係 代 名詞was

と して用 い られ てい る。erfreydtは51行 目のfreyd(=mhd.vroude=nhd.Freude)か ら派

生 させ た動詞形erfreydenが 人 称 変化 した形 態 と考 え られ、 この動 詞 はmhd.erfr6uwen、

nhd.erfreuenに 対 応す る もの であろ う。

さて、「言 う」 を意 味す る行末 のseyt(ニmhd.seit)は 、mhd.のsagen、 あ るいは中部
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ドイ ツ語 のsegenが →segit(saget)→seitへ と縮約(Kontraktion)し た もので、音韻 上

の都 合 か ら文末 に置 かれ てerfreydt、seytで 脚 韻 を踏 ませ てい る。

Hiefindtmandorenarmvndrich

Schlymschlem/einyederfindtsinglich/60

金 持 ち、貧 乏あ らゆる阿呆が こ こにい る

似 た者 同士 が求め合 い、誰 もが同類 を見つ け出す

HierhatmanToren,armandreich,

Schlimschlem,gleichfindetgleich.

armundrichに お いて、richの 長 母音iはnhd.でreichと 二 重母音化 す るが、 「富 める者

と貧 しき者」 とい う表現 に対 してZarnckeはal1,samtlich「 す べて(の 者)」 とい う注釈

を付 け対象 を広 げてい る。 また60行 目ではschlymschlem(くlat.similissimilem)と い う

表現が使 われてお り、 これ に対 してZarnckeは 注 釈 でSchlimmsuchtSchlemmと い う慣

用 句 を挙 げてい る。 したが ってDergleichesuchtdengleichen.と い った表現か ら、 こ

こで は 「同類 は同類 を探 す(類 は友 を呼 ぶ)」 とい う 日本語 を対応 させ るこ とがで きる。

なお、現代語 で はseinesgleichen「 彼 の同類」 と一語で書 かれ る語が こ こで はsinglich

と二 語 に分 け て書 か れてお り、 またsin、glichい ず れ の長母音iも 現 代語 で は二 重母音

化 され ている。 ここではrich、glichで 脚 韻 を踏 んでい る。

Jchschroteinkapphiemanchemman
らラ

Dersichdesdochnitnymetan

こ こで多 くの阿呆ず きん を作 った とて

阿呆 はそれ をなん とも思 わず

IchschneidreKappenmanchemMann,

Dermeint,esgeheihnnichtsan,

Jchの 表 記 につい て はjch、ichな ど が このテ キス ト内で は競合 してお り明確 な使 い分

け はない ように思 われ るが、 行頭 にはIchで は な く常 にJchの 表 記が見 らる。 またmanに

はMhd.同 様 に現代 語のman、Mann両 方 の意味が あるため、 これ らの意 味の区別 は形態

上 な されていない。 このmanは 次 行 末のanと で脚韻 を踏んで いる。

さて61行 目のkapp「 ず きん」 とはこの場 合Narrenkappe「 阿 呆 ず きん」 の ことで、 こ

れは先端 に鈴 を付 けた ロバの耳 の ような形 をした頭 巾を指 し、 これ をか ぶった阿呆 の姿

が中、近世 ヨー ロ ッパ の版画 な どに よ く見 られ、 このテキス トに添 え られた版画 に も頻

繁 に登場す る。schrotはmhd.schroten、 す なわ ちnhd.schneiden,zuschneiden(「 裁 断す

る」)の 意 味で、 阿呆 ず きんを 目的語 として用 い られてい る。 また、62行 目のnymetan

は 現 代語annehmenの 雅 語 としての用 法 に対応 してお り、sichと2格 目的語 を ともなっ

て 「～ を気 にか ける」 とい う意 味で用 い られて い る。 再帰代 名詞sichはMhd.で は4格
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に しか使 われず3格 には人称代 名詞が使用 されていたがFrnhd.で は このsichが3格 に も

転用 される よ うにな り、両者 が併存 してい る。

の
Hetichinmitsymnamengnent

Ersprech/ichhetinniterkent/

た と え私 が阿呆 をその名前 で呼んだ として も

誰の こ とだか わか らぬ と阿呆 は言 う(だ ろ う)

HattichmitNamenihngenannt,

Spracher,ichhaftihnnichterkannt.

文 頭 のhetはwennの 省 略 に よ り倒置 され た もの と思 わ れ、 そ して この完 了 の助動 詞

hetは 接 続法 過去 のheteが 語 末音消 失 した もの と考 え られる。 またそ れ に続 く主文 の接

続法現在 、あ るいは接 続法過去 の定動詞sprech(=mhd.spraeche)が 正 置 され ている こ

とか ら、 この文 は 「た とえ～であ って も」 とい う仮 定的認容 の意味 を持 つ もの と思 われ

る。 またsprechの 内 容部分 で は主語 がichと な り、直接話法 で表現 されてい る。

各行 末の過去分 詞gnent、erkentは 現 代 語の ようにgenannt、erkanntと 母 音が変化 し

てい ないため規則変化 に近 い過 去分詞形 となってお り、脚韻 を踏ん でいる。

Dochhoffjchdasdiewisenall

Werdentharjnnhanwolgefall

しか し賢者の皆 さまに望み たい

これ に賛同 していただ き

65 Dochhoffich,da13dieWeisenalle

Drinfindenwerden,wasgefalle,

66行 目 の未 来 の助 動 詞werdentで は 三 人称 複 数現 在 の語 尾 にtが 添 え られ て い るが、

これ は現代語 で はsindな ど にわずか に残 る程 度で、原則 的 に現代語 では この語 尾 のtは

付 加 され ない。 また助動 詞werdentと と もに枠構 造 を作 る本動詞hanが この副 文内 では

音 韻 関係 もあ り文 末 に後置 されてお らず 、韻文 におけ る枠構造 は未整備 であ ると言 える。

また、Nhd.で はWohlgefallenhaben(「 ～ が気 に入 る」)は 前置詞anと 組 み合わせ て用 い

られ るが、 この テキス トで はharjnnの よ うに前 置詞inが 使 われて いる。allとwolgefallで

脚 韻 を踏 む。

Vndsprechenv13jrwissenheit

Dasjchhabrechtvndworgeseit

そ し て皆 さまの良識 か ら言 って下 さるこ とを

私の言 った ことは正 に真実 であった と

UndsagendannmitWissenheit,

Da13ichgabrechtandgutBescheid.
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v13jrwissenheitで 、v13jrはNhd.で はausihrerと な り、 時代 が下 る ことでvβが二重母 音

化 され、 またjrに も格 変化語 尾が付 加 され るが、原 文で は まだMhd.の 形 態 が残 されて

い る。 次のwissenheitに つ いて はBobertagはKenntnis、Wissen(「 知 識 、学識)」)と い

う注釈 を加 えて いるが、Zarnckeで はlat.conscientia(「 自覚、確信、 良心」)と いった説

明 を このwissenheitに 対 して行 っ てお り、単 な る 「知 識」 とは異 な る解 釈 を して い る。

完 了の助動 詞habは こ こで も韻 律 のた め副文 内で後 置 されて お らず、 またhabに 対 応 す

る過去 分詞geseitは 前 述 の ようにmhd.sagenの 縮 約 形で ある。 このgeseitとwissenheitで

脚 韻 を踏んで いる。

皿

Sydtjchsollchkuntschafftvonjnwei13Unddaichdasvonihnenwei13,

Sogebjchvmbnarreneynschweyl370GebichumNarreneinenSchweil3;

私 が 賢 者 か ら の そ の よ う な お 墨 付 き を 心 得 て い る の で

そ れ な ら私 は 阿 呆 の た め に な ど 、 何 の 気 遣 い も し な い

69行 目のsydtはmhd.sit(=nhd.seit)(「 ～ のゆ えに、 だか ら」)に 対応 する従属接続 詞

で、 まだ二重 母音 化 して い ない形 で用 い られ てい る。 この副文 内 の定動 詞wei13は 文 末

に後 置 され て こ こで は枠 構 造が 形成 され てお り、Nhd.に 近 づ いて い る こ とが わか る。

また、kuntschafft(ニnhd.Kundschaft「 情 報、報告 」)と い う語 に対 してZarnckeは 、ein

vorgerichtabgelegteszeugnis,einezeugenaussage(「 法 廷 で行われ る証 言、証人の証言 」)

とい う説 明 を加 えてお り、 この場 合 は、 プ ラン トの考え を正 しい と認 める賢者 たちの証

言、 といった意味 で用 い られてい る。

さて70行 目のeynschweyl3(「 汗 」)に つ いては、Knape、Bobertagと もにgarnichts、

nichtsと い う否 定 の語 で 説 明 を加 え、Grimmド イ ツ語 辞 典 で もzurbezeichnungvon

etwasnichtigemwerthlosem(「 無 価値 な ものの表示 」)[Bd.15,Sp.2460]と 記 述 されて

い るため、70行 目の文 は 「何 も与 え ない→何 の配慮 もしない」 とい う否定 文 と考 え られ

る。 これ に対 してZarnckeは 、 否定的意 味 を持つswitzに さ らに否定詞nichtを 加 えて強調

e

し た,,IchgabevmballeSachsennichteinswitz.(下 線 は 筆 者)"と い う 例 文 を 挙 げ 、 こ

の 表 現 の 解 説 を 行 っ て い る 。wei13、schweyl3で 脚 韻 を 踏 む 。
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e_e

SiemussenhorenworheitallSiemussenhorenWahrheitalle,

の

ObesjnnjochnitwolgefallObihnenesauchnichtgefalle.

彼 らはみん な真実 を聞か ねばな らぬ

た とえそれが彼 らに は気 に入 らない ものであ って も

worheit(「 真 実」)に つ いて はmhd.warheit、nhd.Wahrheitと な り、Frnhd.で の 母音

だ げがoと なって い る。 この テキス トで はworlich(=mhd.waerliche,nhd.wahrlich)、

wor(ニmhd.war,nhd.wahr)な ど類似 した例 が見 られるため、aがoに 変わ る円唇 化

(Rundung)の 作 用が影響 しているのか も知 れ ない。 また72行 目のwo1は 文 頭 のobと 組 み

合 わせて現 代語 の従属接 続 詞obwohlと して機能 して お り、文 末 に後置 され た接 続法 現

在 の定 動詞gefal1と と もに 「た とえ～ であ って も」 とい う認 容 の意味が 表現 されて いる。

ここで はall、gefallで 脚 韻 を踏 む。

WiewolTerenciusspricht/das

Werworheitsag/verdienetha13
8)

テレンティウスはそう言うが

真実を言うものは憎 しみを受ける、 と

WiewohlTerentiussaget,daft

WerWahrheitausspricht,erntetHa13;

こ こ で 分 割 して書 か れ て い るwiewo1も 前 述 の 例 の よ う に、 現 代 語 で はwiewohl

(ニobwoh1)と 一 語 で書 かれ る もので ある。 また、74行 目で は現代語 と同 じ不 定関係 代

名詞werが 使 われて お り、 それ に続 く定動 詞sagは 直 説法 な らsagetと な るが、 ここでは

接 続法現在 の形式 で表現 されてい る。 またverdienet「 受 ける にふ さわ しい」 に対 しては、

erntet(Junghans)、erwirbt(Bobertag)な ど 「得 る」を意味 す る訳語 が付 け られてい る。

das、hadで 脚 韻 を踏む。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

ま た 、 長 々 と 鼻 を か む 者 も

　ラ

自ら鼻血 を出すだろう

75 Undwersichlangeschneuzentut,

DerwirftzuletztvonsichdasBlut;

75行 目の再帰代 名詞sichは4格 で用い られた ものでsichschnUtzenで 「鼻 をか む」 と

い う意 味 を表現 す るが、76行 目のvonjmで は現 代語 訳 の ようにsichは まだ用 い られず、

人称代名 詞の3格jmが 使 われ てい る。 また ここには ゜schniitzendut(nhd.schneuzentut)

と い う不 定詞+tunの 表 現 が見 られる。 これ はFrnhd.時 代 の特徴 で押韻 のため の表現 と

9
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　　ラ

も言 われてい るが、現代 語 では本動詞 の強調 とい う機 能で残 ってい る と考え られ る。

音韻面 では、schniitzen→nhd.schnauzenで 、短母音 の 廿がau(eu)へ と二重母音化 し、
　ラ む む

またwUrfft→nhd.wirftで はU→iへ の非 円唇 化(Entrundung)が 見 られる。dut、blut

で 脚 韻 を踏 む。

UndwannmanColeramanreygtUndwennmancoleramanregt,

SowurtdiegallgarofftbeweygtSowirddieGalleoftbewegt.

怒 り を 刺 激 す れ ば

怒 りが ち ょ く ち ょ く 突 き 動 か さ れ る(す ぐ に 怒 り 出 す)

前述 の よ うにwaniはmhd.wanneに 対 応す る もの と思 われ、 「条 件」 を表す接 続詞 は

Frnhd.で はwennの 形 で現 れる こと もある。77行 目のColeramはZarnckeに よれ ばラテ ン

語Cholera「 立 腹」 に由来 し、Nhd.のGalle「 怒 り」 に対 応す る語 と説 明 されてい る。 ま

た、 各 行 末 で 脚 韻 を踏 ん で い るanreygt、beweygtは そ れ ぞ れ 現 代 語 訳 で はanregt、

bewegtと な り、 ここで はFrnhd.の 二 重 母音eyか らNhd.の 長 母音eへ の変化 が見 られる。

Bobertagで はGalligkeiterregtと い う説 明 もあ り、基礎 動詞regenに 対 してan一 とer一の 置

き換 えが可 能であ る。 なお、78行 目の接続法過 去の形態 と思 われるwUrtに 対 して、現代

語 訳で は直 説法現在 のwirdを 対 応 させ てい る。

Darvmbachtichnit/obmanschon

Mitwortenmichwirthindergon

そ ん なこ とな ど何 とも思 わぬ

た とえ人 が私の背後 で陰 口をたた き

80

Darumbeachtich,wasmanspricht

MitWortenhintermRucken,nicht,

こ こ で も現代語 ではdarumと 一 語 で書 かれ る語 がFrnhd.で はdarvmbと 分 割 して記 述

され ている。 また従属 接続詞obは この場 合mhd.ob「 た とえ～ であ ろう とも」の意 味 と

思 われ、 副詞schonと と もに認容の表現 となっている。

さて80行 目のhindergonはKnapeで はhinterriicksangehen(「 背 後 か ら襲 う」)、Zarncke

で はhintermeinemrUckenangreifen(「 背 後 で非難す る」)な どの注釈 があ るが、Grimm

に はhintereinengehen[Bd.10,Sp.1502]と い う説明が ある ように、本文のmichは 本

来hintermichgehen(「 私 の背後へ 回 り込 む」)と い う方向 を表 す前置詞hinterの4格 目

的語 で あ った可 能性 が高 い と考 え られ、 した が ってhinterに は 動詞 前綴 りとなっ て も、
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前 置 詞的性 質が まだ残 され てい る ように思 われ る。 このhindergonとschonと で 脚韻 を

踏 んでいる。

Vndschelten/vmbmynnutzlichler

Jchhabderselbennarrenmer

そ して私 の有益 な教 えを非難 した と して も

似 たよ うな阿呆 はい くら もいる

NochwennmanschmahtdieguteLehr:

IchhabesolcherNarrenmehr,

scheltenと 組 み合 わ され る前置 詞 と してテキ ス トで はvmbが 現 れて いるが、現代語 で

scheltenは 主 にauf、uber、mitと い った前置詞 とと もに用 い られるた め、 語法上 の違 い

が ここに は見 られ る。音韻 面 につ いて はmynがNhd.で はmeinと 二 重母音化 して用 い ら

れ、 また1erの 語 尾 では語末音消 失 によってeが 脱 落す るこ とに よ り、次行 末のmerと 押

韻 している。そ して このmer(ニnhd.mehr)は こ こで は中性名 詞 と して機 能 し、 これ に

merの 前 に置かれ た複 数のderselbennarrenが 部 分 の2格 としてか かってい る もの と思

われ る。

ユ　ラ

Denwil3heitnitgefalletwol

e

Dy13buchlinistderselbenvol

知 恵 が全 く気 に食 わぬ ような阿呆た ち

この本 には、そ んな輩が あふれて る

DenenWeisheitnichtgefalletwohl,

VonsolchenistdiesBiichleinvoll.

83行 目文頭 のdenは 前 行 のnarren(「 阿 呆 たち」)を 受 ける複数3格 の定 関係代名 詞で

あ るが 、nhd.denenの よ うな語尾 が付加 されてお らず 、Mhd.で の 形態 で用 い られてい る。

定動 詞gefalletに つ いて は、 直説法3人 称 単数現 在 の形式 と思 われ るがaに ウム ラウ ト

が見 られない。Mhd.で もvelletと 母 音 に変化が あるため、 この場合 はウム ラウ ト記 号が

脱落、 あ るい は省 略 された もの と思 われ る。 また、行末 のvo1(=nhd.voll)の 用 法 につ

い て は、現 代 語 で もvon～ 、 あ るい は2格 を と もな って用 い られ て いる。 この場 合 の

volはgenugや 語 源 的 に関係 す るvielな ど と同様 に名 詞 と感 じられ、 これ に実 際の ものが

2格 で かかる とい う表現 ではない だろ うか。 このvolと 前 行 末のwolと で 脚韻 を踏 んでい

る。
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Dochbittjchyeden/dasermer85

Wilwhenanvernunfftvnder

しか し皆様 方 にお願 い したいこ とがあ る

む しろ理性 と名誉 を よ く見 てほ しい

Dochbittichjeden,da13ermehr

AnsehnwolleVernunftandEhr

85行 目のdas(ニmhd.daz)は 従 属接 続詞 として用 い られてい るが、現代語 でのdassは 、
ユの

Ichsehedas:erkommt.に 由 来す る と言 われてお り、 したが って接 続詞dassと 指 示代 名

詞dasと は 基本 的 に同 じもの であ ったため形 態上 の区別が 明確 では なか った と考 え られ

る。 さて、86行 目文 末のerはere(=nhd.Ehre)の 語 尾eが 脱落 した もの だが、51行 目

にはeが 脱落 して いないereと い う形 で用 い られ てい る例 もあ るため、 ここでは前行 の

merと 押 韻す るため にeを 省 略 した もの と思 われ る。 これに よ り、merとerで 脚 韻 を踏 む。

また86行 目のsehenanに つ い て、Zarnckeはanが 動 詞sehenに 属 す るのか、あ るいは後

続 の4格 名 詞 に属す るのか とい う疑問点 を提 示 している。anが 後 続の名詞 と関係 して前

置詞句 を作 る とい う表現 はBrantで は よ く行 われ る(keineswegsfremd)こ と とされて

い るが 、Zarnckeは この場合 のanが 動詞 に属す る可能性 が高い こ とを説 明 してい る。 な

お この部分 の現代語訳 で は、anは 分離動 詞の前綴 りと して扱 われ ている。

Da而michoderminschwachgedicht

Warlichhabjchonarbeitnicht

む
Sovilnarrenzusamenbracht

私 や 、私 の拙 い詩 な どよ りも

ほん とに苦 労 な しには無理 だった

たいそ う多 くの阿呆 を集め るのに は

AlsmichodermeinschwachGedicht.

IchhabfurwahrohnMuhenicht

SovieleNarrnzuHaufgebracht:

文頭 のdann(ニdanne)は85行 目のmer(=nhd.mehr)に 対 応 して 「～ よ りも」 とい う
　　ラ

比 較の意 味 を表 してお り、dann、denn、alsがFrnhd.で は競合 して いる。 さて87行 目の

minはmynと い う表記 で81行 目に も現 れてい るが、両者 に機 能上の使 い分 けは見 られな

い。 また このテキ ス トで はwor、worheit、worlichな ど の語 にoの 母音 が用 い られ て き

たが、 ここで はwarlichと い う現 代語 と同 じaの 母音 を もつ形 も現 れ、異 な る語 形が 同

じ意味 で併存 して いる。on(ニnhd.ohne)に つ いて は、mhd.ane,anか らすで にonへ と

円唇化 した形が ここで は現 れてい る。

最後 に、行末 のbrachtは 前 行 の完 了助動 詞habに 対 応す る過去 分詞 だが、現代 語 と異

な り語頭 にge一が付 加 されて いない。ge一 とい う接 頭辞 に は元 来 「行為 の完結」 を表す機

能があ ったため、現在 で は動詞 の過去分詞形 に自動 的に添 え られ るようにな って いるが、
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bringenの よ うにそれ 自身 に完了 的意味 が含 まれてい る動詞 ではそ の過去分 詞形 に さら

に完 了を表すge一が付加 され るこ とはない。 これは古代 高地 ドイツ語 時代 で もbringenの

過 去分詞 に対応す る語 がbrahtあ る い はbrunganで あ り、 またMhd.で もbrahtと な る こと

か ら もわか る。nhd.gebrachtの よ うに過去 分詞 にge一が付 加 される ようにな るの は16世
　らラ

紀後半頃からとも言われてお り、初期新高 ドイツ語時代では過去分詞におけるge一の表

記が不安定であったことが想定される。

ここで はgedicht、nichtで 脚 韻 を踏 んでお り、89行 目のbrachtは 、 今後90行 目 の文末

に現 れるnachtと91行 目文末のgedachtと の3行 で押韻す る ことになる。

注:

1)工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一 著 『初 期 新 高 ドイ ツ 語 』 大 学 書 林1992年 、47頁 。

2)HansJacobChristophvonGrimmelshausenの 『阿 呆 物 語 』(1668)の タ イ ト ル:Der

AbentheuerlicheSimplicissimusTeutschは 、 現 代 語 で はDerabenteuerlicheSimplicissimus

Deutschと 表 記 さ れ 、TeutschがDeutschへ と変 更 さ れ て い る 。

3)frnhd.doren→nhd.TOren

4)JohannesPauli:SchimpfundErnst(「 冗 談 と ま じ め 」)。1522に 出 版 さ れ た16世 紀 最 初 の シ ュ

ヴ ァ ン ク 集 。

5)nymetニmhd.nim(e)t(三 人 称 単 数 現 在)

6)sym=nhd.seinem

7)jnn-nhd.ihnen。69行 目で はjnと い う形 で も現 れ て い る 。

8)PubliusTerentiusAfer(前195年 頃 ～159年)。 古 代 ロ ー マ の 喜 劇 詩 人 。

9)箴 言30章33節

10)工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一 前 掲 書 、99頁 。

11)工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一 前 掲 書 、44頁 。

12)mhd.wol:vollig(1£xer)(「 完 全 な 」)。

13)下 宮 忠 雄 編 著 『ドイ ツ 語 語 源 小 辞 典 』 同 学 社1992年 、28頁 。

14)工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一 前 掲 書 、106頁 。

15)Ebert/Reichmann/Solms/Wegera:FruhneuhochdeutscheGrammatik.Tubingen1993.

S.237.

上 記 以 外 の 参 考 文 献:

Baufeld,Christa:KleinesfriihneuhochdeutschesWorterbuch.Tubingen1996.

Gartner,Kurt/Steinhoff,Hans-Hugo:MinimalgrammatikzurArbeitmitmittelhochdeutschen

Texten.2.Aufl.Goppingen1977.

Gotze,Al丘ed:FruhneuhochdeutschesGlossar.7.Aufl.Berlin1967.

Lexer,Matthias:MittelhochdeutschesTaschenworterbuch.38.Aufl.Stuttgart1992.

Paul,Hermann:DeutschesWortetbuch.10.Aufl.Tubingen2002.

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonHeinzJoachimFischer.Wiesbaden2007.

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonManfredLemmer.3.,erw.Aufl.

Tubingen1986.(NeudruckedeutscherLiteraturwerke,N.F.,Bd.5)S.4f.

伊 東 泰 治 ・馬 場 勝 弥 ・小 栗 友 一 ・松 浦 順 子 ・有 川 貫 太 郎 編 『新 訂 ・中 高 ド イ ツ 語 小 辞 典 』 同 学

社2001年
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S.プ ラ ント著 尾崎盛景訳 『阿呆船(上)』 現代思潮社1968年

古 賀充洋編 『中高 ドイッ語辞典』大学書林2011年

田 中秀央編 『羅和辞典(増 補新版)』 研究社1966年

山 口四郎著 『ドイツ韻律論』三修社1973年
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